
○ 令和元年度第 44回北海道公立学校事務長会総会並びに研究協議会 

 

去る 5 月 20 日～21 日、ホテルライフォート札幌を会場に第 44 回北海道公立学校事務長会

総会並びに研究協議会が開催されました。 
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■ 北海道公立学校事務長会  阿部 雅一 会長  挨拶 

                                                （北海道札幌工業高等学校 事務長）  

開会に当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。  

                                本日は、全道各地より多数の参加をいただき、第４４回北海道

公立学校事務長会総会並びに研究協議会を開催する事ができます

ことに心よりお礼申し上げます。 

 また、ご多忙にもかかわらず、御臨席賜りました、北海道教育委員会様、北海道高等学校長協会

様、北海道特別支援学校長会様、日本教育会北海道支部様、全国公立学校事務長会様には、日頃よ

り本会の活動に対しまして、深いご理解とご支援をいただいておりますことに、この場をお借りし

て、厚くお礼申し上げます。 

 平成３０年度の事務長会は、事業計画に基づき会員の資質向上、関係機関への要望並びに学校事

務が直面する諸課題に取り組み、着実に前に進むことができたものと考えているところです。会員

の皆様には、この一年間の支部活動や本部へのご支援とご協力に感謝申し上げます。 

  さて、私から今年度の課題も含め、３点について申し上げます。 

  １点目は、人材育成に関する取組です。 

 今年度の４月当初人事において、新任事務長は２２人。そのうち１０人が事務主任からの昇任と

なっています。また、事務主任未配置については規模の大きな学校においても生じ、ますます事務

長の負担が増すことは容易に推測することができます。 



 引き続き、事務長、事務主任候補者の育成が急務であることは何も変わっておりません。新任事

務長及び部下職員の資質向上を図っていくことも含めて、より具体的な取り組みを推進します。 

  人材の育成には、何よりも現にある職や職場に魅力があることが大切であると思います。会員の

皆さんには、部下職員とのコミュニケーションや適切な助言・指導などを通して職場環境を魅力的

なものに変えていく日常的な取り組みをお願いします。 

 ２点目は、事務改善についてです。 

 昨年度、「道立学校事務改善に関する提言」を基に道立学校事務改善検証会議が上川管内と日高

管内において実施されました。事務処理の効率性やスケールメリットだけではなく、学校事務職員

の人材育成も考慮しながら業務分担の見直しについて検証されました。本会議については、学校事

務の将来を決定づける重要な取組であり、将来を見据えて、後戻りすることなく、今後も重点的な

課題と捉え、本部調査研究部を中心として、効率化・省力化を図るための研究を続けて参りたいと

考えています。 

 ３点目は、会計事務の適正執行についてです。 

 私費会計については、これまでも私費会計事務処理要領等で規定されている相互牽制・内部牽制

のしくみを用いながら、適正執行に取り組んできたところです。道立学校においては、平成３１年

３月に新たに「道立学校私費会計事務処理マニュアル」が発行され、事務処理手順の再確認や相互

牽制・内部牽制の徹底により会計処理の適正化や透明化を図ることが示されました。 

 学校では、会計に不慣れな教員が会計担当者になっているケースもあり、指導も含めマニュアル

にそった会計処理による、金銭事故の防止の取組をお願いします。 

 最後になりますが、北海道における教育行政や学校を取り巻く環境の変化は著しく、課題は山積

しています。事務長会としましては、北海道教育委員会や北海道高等学校長協会、北海道特別支援

学校長会をはじめとする関係諸団体と連携し、課題に取り組むとともに、会員の皆さんの意見を聞

き、学校現場の現状や思いをしっかりと伝えていくことが重要であると考えています。 

 各会員の皆様には、時代の変化を捉え、事務長の専門的知識を十分発揮し、教育分野全体を見通

した学校運営に取り組んでいただきますようお願い申し上げ開会の挨拶とさせていただきます。 

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

■ 来賓挨拶 

次にご来賓の方々よりご挨拶をいただきました。 

   北海道教育庁総務政策局 土井 寿彦 総務政策局長                

   北海道高等学校長協会 宮下 聡 会長（北海道札幌北高等学校長）  

   北海道特別支援学校長会 堀川 厚志 会長（北海道札幌養護学校長） 
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■ 総会 

開会式後、後志支部（北海道小樽潮陵高等学校）曽根栄二事務長が議長に選任され、次の事項に

ついて議事を行い、議決されました。 

（１） 平成 30年度会務報告 

（２） 平成 30年度事業報告 

（３） 平成 30年度会計決算報告 

（４） 平成 30年度会計監査報告 

（５） 令和元年度事業計画（案）審議 

（６） 令和元年度会計予算（案）審議 

（７） 令和元年度役員改選 

 

 役員改選では、会長に、坂井 秀昭 氏（札幌養護）、副会長に、安住 順子 氏（札幌白石）、

山寺 勝宏 氏（札幌東）、事務局長に鈴木 貴之 氏（苫小牧東）が選任され、副会長 中野 肇 氏

（真駒内養護）が再任されました。監査には、温泉 永一 氏（札幌開成中等教育）、佐藤 義人 氏

（札幌北陵）が、副事務局長に藤吉 正男 氏（手稲養護）、橋本 真 氏（岩見沢西）選任されま

した。 
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■ 全国公立学校事務長会活動状況報告 

 全国公立学校事務長会 野口 範正 副会長（茨城県立土浦工業高等学校 事務長）より全国公

立学校事務長会活動報告がありました。 （内容はこちら） 
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■ 研究協議  

 北海道公立学校事務長会調査研究部より研究発表がありました。 

・人材育成に係る調査研究「事務長の資質向上に関するアンケート」 

     発表者：北海道栗山高等学校 宮 川 幸 輝  事務長  

・道立学校事務改善に関する必要な調査研究「異動時の引継ぎ事項について」 

     発表者：北海道鹿追高等学校 藤 川 直 子  事務長 

・災害時（北海道胆振東部地震及びそれに伴う停電等）の対応について 

     発表者：北海道南幌養護学校 古 畑 友 浩  事務長 
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■ 講話 

『 ふるさとづくりの取り組み ～おたる屋台村レンガ横丁からストリートピアノへ ～』 

と題し、小樽サンモール一番街商店街振興組合 イベント部会委員長 荒澤 之博 氏より講話を

いただきました。 

 

 

 

 

 

 


